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熱帯アジアにおける稲の重要害虫はウンカ・ヨコバイ類，タマパエ念メイカ類

の害虫が各国で著しい被害を与えているため，防除方法の確立か早急忙要望されてい

は，この重要性に着目し，熱帯ア；；ァ諸国の農業省との共同研究を隋手して以来今日

この報告書は，当センター研究第一部日高輝展技官が昭和 50年 8月から 10月忙

スリランカ・タイにおける重要害虫の発生と被害の実態，およびそ

察などの現状について調査した報告である。

本報告書か害虫専門家をはじめ，熱帯農業侭たずさわる人逹 と

了冬.. 

幸いである。

なおこの機会に，本調査を行う紅当たってお世話になった多くの方々紅対して，厚＇合月？由

げる。

れ~げ

昭和51年 10月

熱帯農業研究ャ、，、夕 苧長

村上
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・耳支又I, ア 瓢トヒイロウンカ・イネノンントメタマバエやコブノメイガな

才しら；片虫 と防除に国連 とのように

行われているかを調合すミヤ目凰て，詔和15り年8月から 1D月杢でインド・スリランカ・タ ・fの5か

国て調査を行~＇~＇た(:くi2 -3 〉-

本報告では，これらこ>J::安害虫の被害唸

いて主とめた。

ないので，参考筐な

ア
り
~
．
‘、
9ァ について綸述し

な

である。

本調査に巧たり，，和正なけ力言と協力を惜しまれなかっ

（インド）日

々に厚く御礼申し上げる<)
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，イント中央農業研究所 (IA C 1) 昆虫部長 じr.C. N. 『） nt ほか

: 1.!t, が本名応帝長哀位［元センクー
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と討議。

2 8日（木）インド植物防疫課顧間 了)r. S。N.Banarj← e と食糧農業省で討議。

2 9日 （怠）二"・ ーデリー発 6! 2 5 ~カルカソタ着 s:2s (re 4□1) , ィンド動物調

査博物館 (T入'1Z 8)訪問。

3 0日（士）カルカノタ発 12:os~プバネスワール着 13:3□(IC 261) , プバネ
スワール発 14:00~カタノク着 1s:oo (車）。

3 1日（日） ~9月7日（日）中央稲研究所 (C已曰 I)昆虫部にて調査・研究。

8日（月）カルカノタ発 10:00~サンバルプール着 23:00 (車）。

9日（火） ~ 1 0日（水）マドラス州立チャクリ農場とサンバルプール農業研究所訪間。
1 t日（木）サンバルプール発 13:00~カタック着20:00 (車）。途中，農家水田調究。

1 2日（金） ~ 1 5日 （月）中央稲研究所 (::0R 1.{ I) にて調脊・研究。
1 6日（火）カタノク発 12:00~ブバネスワール看 13:00 (車） ，ブバネスワール発

1 3: 5 O~ハイデラバット着 17:2□(~C 261)。

1 7日（水） ~ 1 8日（木）全インド稲改良プロジェクト (A I C R I口）および国際半乾燥熱
帯作物研究所 (ICRI SAT) 訪間。

1 9日（金）ハイデラバノト発 9: 0 5 ~マドラス着 10:os (=c 573)。

2 0日 （土）マドラス発 13: 5 O~コロンボ着 1s:oo (re 537) • コロンボ発

16:□o~キャンディ暦 19:00 (車）。
2 1日（日） ~2  2日（月）中央農業研究所 (CARl)訪問，資料整理，熱帯農研在外研究員

藤村俊彦，堅田 彰，詞本利梵技官と討議。

2 3日（火）ヘネポラ，ボッヘラ，イバカムワ地域における水稲害虫発生調査。

2 4日（水）中央農業研究所，スリランカ大学農業生物学科訪問。

2 5日（木）アンパーレ地区水稲寅虫発生状況調査。

2 6日（拉）中央農業研究所昆虫部にて調査・研究。

2 7日（士） ~ 2 8日（日） ツリンコマリー地区水稲害虫被害状況調査。
2 9日（月） ~ 3 0日（火）プセラワ稲研究所，｀ンタエリア農業研究所訪間。
1 0月1日（水）バタラゴダ中央稲育種場 (C訳己 s) 'マハイルバルマ農業研究所訪問。

2日（木）キャンデー～コロンボ間の水稲害虫発生調査3

3日（鉛中央農業研究所 (CARI) 昆虫部にて調査・研究。熱帯農研在外研究員藤村俊彦，

堅田彰， と討議。

4日（士）キャンテー～ネゴンボ間水田調査。コロンポ発 14:00~シンガポール着 2D: 

0 D (A E 3 7 2 J。

5日（日）資料整理。

6日 （月）シンカポー）レ発 13:30~バンコク着 15 : 3 0 (SQ 6 4 2)。

7日（火）農業局昆虫動物部訪問。

-2-
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図1 インドにおける水稲害虫調査地
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8日（水）バンコク発 9: Cl D・ い..チェンライ着 12:10 (TH 144/¥) . 

14:00~バーン着 14 : 3 D (車）

9日 （木）ハー

1 0日（金）バーン～メ...、サ{

1 1日（士）バーン稲作試験場げて調査・肝究。

1 2日（日）資料整理。

1 3日（月） ~ 1 4日（火）プレ
1 5日 （水） プレー発 10 : Dじ

1 6日（木）チェンライ発 12 : 5 lJ 

1 7日（釜）

1 8日（土） ~ 1 9日（日）
2 D日（月） ~ 2 1日（火）
と題して諮演。

2 3日（木）バンコク発 11 : 4 5 

C) 

フ

1 7 : 0 [J (車）。バ—-

1 5: ::if) ( 
ど討議。

，「日本仄おけ

22:00 (JAL 718)0 

IlI 水稲害

1. トヒイロウンカの発生と防除

る研究情報と

1) インド

トビイロウン

① 感受性品種 Jaya,l只 8

しては次のことが考えられる。

されているため，著 をうけ

密度 (15 X 1 5 cm)か高く，

ンカの早期発見か困難である。④

1 0 OK,;/ ha) であ Co)゜
剤の連用匠より

ンカは急激匠増加したことなどであろう。
2 5) 

防除対策として考えられることは，① 幼虫の脱皮から

大面桟栽培を中止する。戌 q 令,,,, ゞ.na 9、、llCtK,l 「,.,,,'.¥よ,V 2l. It t 

株当たり 5~6個体のトヒイいウンカが究生しだら穀虫剤を散布する。

イネか完全に刈り取られる主で，次の苗代を作らない。⑤ 乾期中，ひこし［えや

き込む。⑥ 殺虫剤防除では，苗代はじarしaryl粒吼施用する。本田ではCe.Iい"!TV1 

+Linclane 4佑粒剤，こ;,,; ~J CJ,,. i改 Ji 1 0 %粒剤を施用する。開花期0こは§

5 0 %水和剤を，成熟期には己｝て'.C 1 0喝粉剤を

2) スリランカ

アンバーレ地区では， 19 7 3年 7月-,_,9月紅かけてトビイロウンカの大斧牛があ

ことなどであ三` 〇

1 9 7 4年雨期化は，栽培面積26, 0 0 0口aのうも， 14, 0 0 0 ha をりけだし

, __ ," 
、か＇



は3,1 0 0 tょはか完全な被害をうけた。 は4,0 0 0 l直であった。

スリ 力に姦けるトビイロウンカ のと翡りであ？た。① イネ

さ壮，成ゅ を栽培し， BG  

11--11を中止する。 雨期の3月， 8--9月には個体

るの カード調査 し，被害発生報告をさせる（医

1) 。⑥ 株当たり 5•v る呵体のトビイロウンカがいたら殺虫剤を散布する。第2 回目は第1 回

散布佼の 10 ~ 1 2 日目か有効て~ある。殺虫剤は， Furadan 7 5 %水和剤または 3%粒剤，
Surcide25り乳剤， 鼠ll()じぃ今 50 %乳斉Iい！頑て効果が忍められ乞， 1 1) 

哀年G 羞石痘忍
~ 一~一

t f', 
r:;t';r,'2.)-6)'7) 
11 

如やな夕e

,~、J、か•ら:;J, .;,,,gl'~ 夕3忍 m豆競,?Ji~

之.f.: ふ吟邸鈴球Y/2ふ ん心@.いかぷん~,)氏む咬J.
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2、g、ヽ玲ノ8
-3, ;.,、']).&ヽ グ各g

今.,rふ~'V凸b• -ilh~、心~ :{)ん公,- .;;,J.:l~ 
-'3~ ぷ .;J~'

7. 咋?;;~I? ~ 硬如fh/.J''rJ',07,らか吟.;i, (, 在ぷ）り，
炉が:75', o)', 2.』、 星

j.;. • V, pi). .. ~1,,-,, 祝:,•..!--1--~'J.. ,、 3f
硲か｀冠巧宣了加

図4 スリランカ，ァンパーレ地区におけるトヒイロウンカ発生調査用カード。

1 . 氏名， 2. 水田の場所， 3. 被害• 発生面積， 4.水田総面積， 5.品種， 6.水稲の発

育ステ--ジ， 7. 観察日

2. イネノシントメタマハエの発生実態

1) インド

インドにおけるイネノシントメタマバエの調査地と被害は表 1のとおりである。

ーも一•



1 インド・スリランカ・タイに霜けるイネ／ジントメタマバエ

国 名 調 壺 地 （％） そ の 他

-• -ー •• • 一―- ---・ ャ---―-- -・→ー上—--- - ---・ ← ~- • ・-- • - ••••• . • → •• • • • ・-・・・・・ • -

カタック 6 5. 2 中央稲研究所， Jaya 

サンバルプール 8 6. 3 チャクリ農場， Jaya

イ ン ド
チャ マン

゜
森林の中の水田

カンダラプール 3. 5 農家ほ場， Jaya 

へネポラ 4. 7 

ポッヘラ

゜ ” 
イバガムワ 1. 0 < II 

バタラゴダ 1. 0 < 中央稲育種場
スリランカ

マハイルバルマ 小発生 農業研究所（聞きとり調査）

プ七ラワ 小発生 稲試験場（聞きとり調査）

ユフーハ・不、 2. 0 < 農家ほ場
アンバーレ 小発生 ” （聞きとり調査）
キャンディ～コロンポ 2. 0 < ” 

←雫..―・- . . ・-・-→ . --・--・- . ---

サントンプーイ 4 2. 7 農家ほ場， 1:-iiawsanpathong

パサーン 7 1. 7 II ,MN-62M 

バフェク 7. 2 II , Niawsanpathong 

ンガオ 1 4. 5 ” , Dodoput ク ィ
プレー 9 9. 7 稲試験場， RD¥

プレー稲試の近く 6 5. 7 農家ほ場， Niawsanpathong

プレー市の北7Km 4 7. 6 ” ti 

ソング 4 2. 2 II If 

中央稲研究所では， Jaya ないし交配選抜中の多収穫系統群は 65 %以上の被害茎率であった。

チャクリ農場では， Jaya を7月下旬~8月上旬に移植したイネで， 45 %以上の被害茎率で

あった。士た，農家ほ場では，調査 6カ所のうち， 2カ所は発生がなかった。他の 4カ所は小発

生であった。

試験厄場での被害か農家匠場より高いのは，① 栽植密度が高い，② 感受性品種が広く栽培

されている。⑤ 一年中イネかあるのでタマバエは常に発生している，などの理由によるもので

ー、一 7-



1 5) 
あろう。

2) スリランカ

うちヘネ沢ラは 15茄 であった疇被害か，；忍められなかった場所は，ポッヘ

ラ・ハサラク・プセラワ・イバガム「］であった。小発生はハタラゴダ・マハイルパルマ・アンバ

ーレ・キャンデー～コロン示間であった。スリランプ］はタマパエの被害か少ないのか特徴的であ

った。

スリランカの丙et zcne はイネ ではなく，水田はココヤシ・コム林の間にわ

ずかに開けている。そこでは，生育期の異なったイ不が年中栽培されているためイネノシントメ

タマバエの天敵が常に生存し，寄生活励が年中でぎる状態にある。ヘネホラでイネノシントメタ

マバエの発生初期に 50物が寄生されているのは重要な発見であった。次応，スリランカでは雄

の数か著しく減少しているため，受精卵が得られない。スリランカでイネノシントメタマバエが
15) 

小発生である原因は，天敵昆虫の高い寄生活励性と雄の減少によるものであるう。 ＇ 

3) タイ

チェンライ県下のイネノシントメクマバエの被害は表 1のとおりである。バーン稲作試験場で

は被害茎率 5%以下であった。しかし，パサーンでは 71 %と高〈，サントンプーイでは46 % 

てこれに次いだ。

プレー県下における被害は次のとおりであった。プレー稲作試験場は RD1など感受性品種は

9 9 %の被害茎率で，著しく高かった。一般農家水田では，山中の水田を除いて， 42 ~ 6 5伶
の被害であった。株当たり 5.5本の穂数か確保されていたか，山中の水田では株当たり 9.9本の

有効茎数が認められた。
1 5) 

タイでは，イネノシントメクマバエ常発地では天敵昆虫の活動が低いことがわかった。

4) インドとタイにおける殺虫剤による防除

インドの結果では 25 ~ 3 0日苗を移植前に殺虫剤液に 12時間浸すと，イネノシントメクマ
パ工に対して効果的であった。 -.JU S 8口rn, Pho rate, Parathion, Cytrolane 

など有効な殺虫剤である。液浸後 14 ~ 2 0日間は殺虫剤施用は不要である。例外的に，
Chlぐ1rtenvinphos は40日間有効であった。ほ場での散布試験では lJusburn,

麟 al,喜粒剤は 1.5 Kr; (A.IJ /lrnで非常に有効であった。このほか， Cytrolane 0.5 

K']/ho とCarbofurべn 1.oKr;/r噂はし)1azinon 1.SKr;/ha と同程度に有効であっ

た。これら殺虫剤は粒剤で移植後 30日目に施用した。次匹，カプセル坦殺虫剤を移植後 1~4

日目に根の近くに 2.5 cmの深さに施用する方法のうち， 2.5 Kg (A. IJ / h aの割合で施用した結

果を表2に示した。イネノシントメタマバエに対しては Mephosfolan, Caroofuran, 

Dj_azinon カプセル剤は非常に効果的であった。また，これら 6つの殺虫剤はメイチュウ類
3 7) 

の心枯茎防除に有効であった。参考までに，インドでは Dia乙1non 5 %粒剤 1Kr; は 15ルピ

ーで， 25 Kr;/ ha施用では 37 5ルピーを要する。 Cytorolaneは30ルビーで， 20 

Kr;/ha施用では 60 0ルピーの経費を要する。

-8-



表 2 カフセル殺只剤によるイネノシ＇／トメ 9 ユへ (叉 D''' ;:, ・吋 . - ・. し:,: ざ〗

—• —-----―-一—-- --------- -- ---

ヵ 夕 ソ

枚メ几 虫 剤
''' 予牽じる） n食

BPMC 2 5 S 1 4 2 8 1 2 1 5 5 0り

Oar of二lr cぐlD 6. 5 3 1 2 9 5. U 3 ~ 

Cart 4 7, 1 7 5 9 1 9. 8 5 4 9 

〇且 1いじ "na 1 Lilら 4 9. 0 7 7 1 L3. 8 5 5 

認"p:'.l、,s f'o 1ほ 0. 3 3 5 7 1 D 9 3 

マ'--'ヽ .1・ i on 1 1. 7 3 0 5 8 9. 3 4 3 0 4 

LOC,3,l C しこ五 3 8. 4 8 4 5 2 2. 2 4 ぐ

無処理 4 6な 6 5 3 9 1 5. 2 3 8 0 

注）各殺虫剤とも 2.5 Kq (八.l.)/lrn施用

タイではイ不ノジントメタマバエ応対する殺虫効果試験では， 喝．

I乙上 :i改口 5%, Hust.itしlしu s%, Curraもur 3茄 している。

は移植後 14日目と 28日目 !J)2回で，有効成分で 2Kg/ r,aである。無処理区で 58笏

のとぎ，ご1r r c、力 11r 区は 9,7伶， I:LJrian区は 11,6 

2種の殺虫剤は効果かなかった。 1K9/ ll改では殺屯効果左不足しているととがわか

3. イネノシントメタマバエの寄生植物

乾期にイネか栽培されない地域ては，イ不ノシントメタマバエはイネ以外の荀主椙喜江食／ブ
2 1) 

これについて，インドでは Isra,,1 し,t a l . (1 9 7 OJ , タイではし」 0~1a,nsan_;; e·•, ,1_:Lさ
2 7) , 1 2) 

(1 9 7 0) , こ二1はaふa e-:; al, (1974) 等の報告かある。スリランカから

い。インドでは 16種，タイ 5種，インド不シア 1種，中国 4種，カメ Jレーン 1

らか匹され，いずれもイネ科槍物に属する。

1 J野生稲

インドでは，カクノクのカンダラプー］レ，サンバルプールな は塩の周辺，ハイ

トからいRISA'l (国際半災燥熱帯作物研究州）へ行く途中の水田周辺のみそなど

群落か各所に発見された。イネノシントメタマバエの発生の多い場所では，

生しているので，両者は密接な関係にあることかわかった。スリランカては野生稲は認めらj-1

かった。タイのチェンライ県とプレー県では各所に野牛稲の群落があり， 1不ノシントメタ

工の発生源としての重要性か認められた.,芍た野生稲は他のイネの害虫の寄主植物として太〗了

白コ

-9-



である。

2) 他

A ，ヽ''、ギ
； / ls''戸， '-' ごを~ Mャ i5さ， t.¥ 1 ,,. i rミ？こ： ; 1 

たが，形態」：：ノネがら羽化しだそ1~:: だ f·~- .; 

2··~8cmの長さで， 5平 fC'){i 

バエは 6月上旬から亨化しはL'.ib,8月上

苗代， 7

タイでは，

イネノシ＇ン~ 卜/メタ

しノ

あるので，

~7 
q) Q 。

3) 

にイネノシントメタマパエが移動する乙で， イネヘびこ｛『

期作イネとイネノジントメタマバエはイネからイネヘ樗蝕するこ

月,6 

メ
r

＼八

a

で

、衣

bFr'

ヽ

し＇ヽ 

／
 

！
 
ー．aA 

4, 主要害虫の天敵

1) インド

ゥ＇

:PL408によるアメリカ

に閲する調査姿 方j,てい

のふ

中央稲研究所長 S ,'{ , p'¥ j L: c' 巧は「 ~'trょ である。そDT瓦 5.¥しロ

''ヽ
メイ

T
 

、
~r
 

『'‘;

除技官の V,>,,,gos 戸しよ、 と 〗ァ・ ,;、',J',; 令

続研究中である。 •~.F.Yctd 改、バはイネ／ジントメタマベ、ご［の玉ぷ昆玉を閲査している。

戸．＂は：噂 K は昆虫病理， F 令 K.じ3S は他の害虫

メイチュウ類

垣としているの

l i Cu四の代用寄主によ

5のとぢりである。

を目的と

は，メイ ・f

をオ日当している．）

れら ，重

ある。 Tr1.c,~o_qra 双加 C J ap r> i しr・u,"'とT , a 11, s t r cc・~ 

Cで低温保存され 49日間はiE常てあり，との期間止に羽化

った。をた，放飼試験のため，両種

る攀実験室は 15 rrfの床面積で，ウインドウ型の窄調装樅により，

放飼試験は次の方法で行っているいほ場の中仄やや小さい日

5 

汀差異はなか

を進めてい

7℃ いる。

中

に， 1X1X1.5m (高さ）

度でイネを移植する。

る。そして，

次匹野外におけ

1 2個j力噂薗されているへ

目化J択ごlし＼「て卯寄生

どのような厨で現れるかを溝査している。

の種類を知るため，室内で稔差上に産卵させたものを水田四

"--1 D -
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し，的！づする を内へる。メイテュウ類の卵期間と封主効果と ，産

の試険左とを行っている。この他，メイザ~ ュウ の寄生閉念ウイルス・

1 6 

でど』闘査中である。 ぐ（”□ため，微咋：物専門家 1名か参刀［している。
2 D) 

:・rマ完牛！均仄散布｀すると防除効凩かあると一昌われている。

f不/jント iタマ,.:.L (〉斉／上蜂は， Pl a t 1/ q a s t e r o r y z a e , .? l a t y _q a s t e r s p摩

Neanastatus りT a ;'7 : £i 1しsr Telrasticんus こJ;'Fetenrmns israeL,, 

ど＇／卜てはタイと［五］様， P.(; r、yC ,1 Cか優占種であり，

八牛認の生匹調査はこれからである。

2) ,, !) ;. ンカ

するうえで天敵昆虫の役割を国］らか匹

ている。 トヒイロウンカ天敵には，卵寄生蜂と幼虫• 以虫寄生性昆虫か

あろ。可者は訊鬱農研の藤村悛亨技官とし],Jr:上は 、l'..いi,,. r i.,. 口， f.:1. により，後者は大竹附郎技

がしてよりそれぞれ研究されている。
2 8) 

叫蛉年生蜂は lnayア且. sい (l:;1:1 a r iこ1改 2)とクマゴヤドリコパチの一種かいて，州］者の

トヒイ戸ウンカ・セ~ ジロウンカ・その他ウンカ類の卵応広く寄生しており，こ

れらウンカ類り］寄牛宝紅差はなかった。（藤村俊彦未発表）。この調査は，司［内で幼苗をポ，J 卜侭

，それにトヒイロウンカを 3~4日放飼産卯後，水田に 3~4日放薗して，目然状態で卵寄

牛蜂に産卵させたoちl凸収し，卵寄生蜂の団化をでって寄生状況をみている。幼虫・成虫0天敵

は，エダヒケ~ネンレバネ・カマバチ・アタマアプ・線虫算であシた。しかしこれらの寄生活動は

ウンカ類の抑圧妾因にはならなかった。

3) ク

ェンライ県にあるバー し，タマバエの天敵昆虫に閲する生態学的

とカウンターパートの Oはwa;:ig Kadkctoにより行われている。

としては，インドと同様Platッqaster oryza0 か｛憂占種で，稲作後半から 8D % 
?-3) 

以上の寄生本をあげている。しかし，移植後から幼穂形成斯までは寄生率は低い。抽食性タニの

一種かイ不ノシントメクマバエの卵を攻撃することか明らかになり，有力な大敵であることかわ

かった。イ不ノシントメタマバエ卯Cジ密度と拘食性ダニの増殖との間には密接な閃係かあること

もわかった。 を叫して I'latyqaster oryzaeの寄生能力と抽食性ダニの1甫食

を虹時的に調へ，イネノ／ントメクマバエの生息密度に及ぼす影霧を調査中であるc 寄主槙

物であるマシカキの一種と野生＿稀における天敵昆虫の寄什活動も同時に調査している。

5, 害虫の大量飼育

害虫を大畠に飼育することは， の検定，殺虫剤検定，生理生態的研究に仏く応用でぎ

る。古虫

は，イネによ

あるイネで大量増殖する場合と人工食物による褐合とがある。 ジアで

いる。表 5は各国における大鼠増殖中の害］、と研究機関を示す。
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表 5 害虫 と
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プロジェクト

CAIぇI

CR  BS  

中央農業研究所

DA  農業局昆虫動物部

＊ 大量飼育しては至っていない。

インドの中央稲研究所，全インド稲改艮プロジェクト，スリランカ

育用の箱は 6IJX60X100cm(昼さ）ないしそれに準じた大ぎさの箱で，側面四方を目の細か

いサランネノトで囲んでいる。箱の中に小さい素焼きの鉢を並べ，それ匹•イネを移植する。イネか

30~40cmに生長したころ，ウンカ・ヨコバイ類を放飼し大量増殖する方法である。威虫・幼虫

かイネの葉鞘に沢山群かっており，この方法でかなりの個体数か得られる。供試イネ品種はいずれ

も害虫に感受性である。

タイの農業局昆虫動物部とスリランカの中央嬰業研究所昆虫部では，ウンカ・ヨコバイ類の飼育

用に 5~6cmに伸びた幼苗を使っている。飼育箱 (30 X 3 IJ X 7 0 cm) の床の大きさのトタン製

の容器に士を入れ播種する。ウンカ・ヨコパイ類は発芽後 14 ~ 1 5日目の苗で飼育される。
苗は 10 ~ 1 4日間使用できる。新しい供試苗ととりかえる時は古い苗の中に新しい苗を入れると，
虫は新しい苗に移行するので古い苗を除去できる脅

イネノシントメクマバエは 5か国とも同様の方法で飼育されている。飼育箱の大きさ，形は各固

で異なる。スリランカの中央農業研究所，インド中央稲研究所，全ィンド稲改艮プロジゴクトで

はガラス室内で，タイの農業局昆虫動物部では網室で，それぞれ大型飼育箱 (90X160X8IJ

cm程度）の中でイ不ノシントメタマバエを飼っている。この飼育箱はクイでは屋根を布地でおおい，

直射日光を防ぐ方法をとっている。発芽後 14 ~ 2 0日目の密播（はん） した幼苗にイネノシント

- 1 4-



メタマバエ成虫雌を放飼産卵させる。産卵さ

湿に保ち，ふ化率を良くさせる。 5"-6日間，

室に保管する。2 7) 

に移す。 1日5-, 6 

る。 で別

スリランカでは，卵一幼虫寄生蜂の1ゾ atypa8ter ory、za eが大量飼育中のイネノシント
1 0) 

メタマバエを攻撃し，飼育困難となった。そこで，産卵室と成虫羽化室を分けることにより

の攻撃を避けることがでぎた。全インド稲改良プロジェクトではカラス室全体か温・湿度共詞節で

き，害虫の大最飼育は容易である。 1部屋の大きさは幅3.5 m, 奥行7m程度である。しかし，こ
3 1) 

の2倍程度の広さの部屋もあり，目的によって使い分けている。イネノシントメクマパ工は効率の

良いときで， 1日400~500個体の成虫か羽化するか，現在の規模ではそれ以上の増殖はでき

ない。そこで幼苗忙効率良く産卵でき，できる限り多くの成虫を得るための方法を考案しなければ
3 2) 

ならない。スリランカのように，成虫の雄か減少したをめ正常な卵を得ることが雄しくなった例も

あるので，野外個体群を導入する必要炉あろう。

一方，コプノメイガの大菫飼育についても研究が行われている。シャーレに切断したイネの葉を

数枚入れ，数個体の幼虫を放飼する。このイネの葉は 2~3日おきにとりかえる。完全に蛹になっ

たら，飼育箱 (30 X 3 0 X 4 5 cm) に移し成虫の羽化を待つ。交尾後，成虫は別の箱に移す。そ

の箱の中央部に大型のびんかあり，その中にイネの葉を沢山そう入してそれに産卵させる方法であ

る。これはさだ大最飼育までには至っていない。本虫は最近熱帯アジア地城で増加の一途をたどっ

ている。

6 抵抗性品種検定のための国際研究協力

これは国際稲研究所 (IJぇF:;.)か中心となり，全インド稲改良プロジェクトと IH五］の耐虫

性系統の種子を配布する。イネノシントメタマバエとトビイロウンカの幼苗と殴場検定，バイオタ

イプの有無について行うもので， 19 7 5年から発足した。参加国はフィリピン・インド・タイ・

インドネシア・マレイシア・スリランカである。イネノシントメタマバエは International
1 6) 1 71 1 9j 

Rice Gall Miはge Nu r Gery (I B G 1: N であり，トビイロウンカは Internat10n-
1 R) 

al Rl Ce 言 u・1.n P 1 an tho pp e r Nu r s e r y { I B P H N)と呼ばれる。試験方法・検

定方法・査定方法は統一されているので，各国はそれに従って行っている。

1) IRGMN 
1 9) 

これに参加している国と研究機関は表 6のとおりである。 9か国 13研究機関である。ほ場で

はイネノシントメクマバエの被害を最大にするように， 1か月おきに 2回同じ品種・系統のもの

を移植する。標準感受性品種はでぎるだけ沢山試験区においたほうか良いが， 20列おきに植え

る。栽植密度は 15X15cm,株当たり 3本植えとし，窒素肥料は豊富に施用する。被害調査は

移棺後 30日と 50日目とする。健全茎数，ゴーJレ数，ゴールはないか異常分げつで短い茎数，

1 0株当たり健全茎とゴールの総数，収穫前に株当たり穂数を記録する。幼苗検定では幼虫食入

後 20 ~3  0日目に被害を調査する。抵抗性と感受性の標準品種は幼苗検定用箱に他の検定品種

-1 5-



6 IRGl,'Nの参加研究機関 (I只 RI,1975)

研 究 機 関 試験地
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と共に植える。列間は 5~ 6cmで，各列ごと 1品種とし密植する。発芽後 14 ~2  0日目の苗に

1箱当たり雌5個体の割合で放飼・産卵させる。

イ不ノシントメタマバエの被害が大ぎいところでは，幼苗検定は不要である。主た，インドと

タイでは，被害を大きくするため夜間照明し，成虫を誘引する方法をとっている。インドでは移

植してから 2か月は日没から午前 4時杢で，タイでは日没から 20時 30分主でそれそれ照明し

ている。タイのプレー稲作試験場では，試験用に配布された種子の発芽が悪いため検定できない

系統が多かった。発芽力のある種子の配布が肝要である。

2)1RBPHN 
1 8) 

これに加わっている国と研究機関は表7のとおりである。これはイネノジントメタマバエと同

様に室内とほ場において，配布された酎虫性の系統を検定する方法である。幼苗検定では， 3葉

齢程度に伸長した幼苗に 1本 5個体の割合で放飼する。幼苗は列間隔 4cm,各列は 1.5~2cmお

きに植え，検定用感受性標準品種台中在来 1号 ('I'N1) を各系統のプロックごとに植える。各

幼苗の耐虫性程度は次のように 0~9の段階に分ける。 0ー被害なし， 1一部分的に黄色， 3-

第 1• 2葉か黄色， 5-明らかな黄色さたは一部ゎい小， 7-枯れ上かるかわい小かはなはだし

ぃ， 9-完全死。 5ないしそれ以下に判定された系統は最初のほ場検定から選択さるべきであり，

4~5回くりかえして検定することが望ましい。

耐虫性系統は抵抗性機構とバイオタイプ忙関する研究も含めた上で検定しなければならない。
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表 7 I只ビ？日 NCO参加研究機関(:R只 I,1975)
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台 箔嘉義農業試験所

韓 国 ソウル国立大学農学部

日 本農事試験場

砥場では，栽棺密度は 10X10cm, トビイロウンカの生息密度を高める

施す。ブロノク境界用で標準品種の TN 1は検定系統より 1か月早く植える。[『 "'1は30、、

日目のとき，トビイロウンカを放飼する。坪枯れ症状が表れたとぎイネを刈りとれば！、

ウンカは検定系統に移動する。被害か一番激しいとき， 5株当たりの虫数を訪える。

以上のように，玉要害虫でしかも各国共通の害虫について同時に国際間で研究を行 9応 tr翡常

に意義かあると思われる。

7. 抵抗性品種の検定と育種

現在の熱帯アジア諸国における主要害虫はトビイロウンカとイネノシントメタマパ

これらの害虫の抵抗性品種の検定か各研究機関の王要課題になっている。

1) インド

中央稲研究所では，抵抗性検定研究のため 3チームを組成している。それぞれのヂ---ム

は次のとおりである。

第 1チーム。 Dr,M.S,Chatterj:;_ (害虫） ， Mr.:<. 令 Prasad

B. じ.l』1s r a (害虫） ， Dr,A,AnJaney豆bu(ウイルス） ， いr• K. H令日e,, ・.l ¥ 
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（約麗），｝

第 2
ム゜ ふ Kさぶ,1':,「 g

 

{
t
-

<区に s a 

ご',こ， さ c.

第 5チーふ。

. F .. K賎こ sLr 喜こ
9

へ
9
人

L
/
”
 

{i.

>41 

THON(l 乙 tern はしょ~

-'・!・'.''.l !. :1 

工．

笥 1チームは，イ、不ノシントメクマパ下の 1、

丸打理）

協力の分担

虫＼イ t,/シント iタマパ工，ゥ

1cc OLs←、 rvatiこ'

チ・ヽ・-ムはイ f
r
J
 

L
'
 

（病理）。

Hu,; R 苔

（病埋）。

，トピイロウンカの I•日ら 言訂--_,' 

イネ匠ついて.'

＃甘コバイ類翌メイチ~. ウ類， tu了げ r

いも に対す

以上のよう尻各専門家を含めた 3チームを作り

注いでいることがうかかわれた。

の

うも 0である。

イ不乙育種と利用0研究に力を

8
 

ィンド［ておけ c
 

l-己
，
 

じ'Sや真 rc;, re New,,, 玲(11,1 9 7 5) 

系 統 配
病 害

A 

害虫

F 

CR.139---1047 

C R • 1 3 8・-9 2 8 

じF、,157-380・-10

CR.94-MR疇 1550

CR,57-MR,1523 

こ只.160-171-121

(TK>1 • 6 X I li, 8) , 又了KM, 6 

[「 ayaXTK訊 6

Vi7ayaXP 1 0 

(p尋'『. B. 21XP'『B. 1 8) XI R 8 

P『B. 2 1 X丁 (N.) 1 

c: 只,139-1001-S. 66 じrKM. 6XIR 8) XTK狐 6

M 

R E' 訊丑 0 q 

『＼ M ド~

8 M>,, Iべし

丘 已 MF 日

h R R MH MR B 

似只認R R Rし MR R ヘD

ぐ凡 94-関三 1550XJayantlli. 8 M丑 R B MR B 入SR R 

(T. 9 OX IFし 8)

注） ミ・ 0
7
 

ヽ＼
 ，
 

インドでは，

いる（古8)。C

（中）， M五

... □葉枯病， C・・・tu1q,ro杭， D・・・ ツマグロ可コバイ類， 1・ ・・・トビイロウンカ， F・・・メ
イチュウ類（心枯れ） ，0合 0・メイチュウ類（白穂） ，日・・“イネノジソトメクマバ工。

,A、..いも

(;n 1ょlttp上,3 resist2, 口Ce) 系統に有望なものが見出されて

9 4 - MR. 1 5 5 0 で，イ不ノシントメクマバゴ，メイチュウ類，

トピイロウンカ，タイワンツマグロヨコパイ， tはngro恥

生育期間は 13 0日 (Kbarif作） ，1 3 5日 (R,ibi作）

あり，非感光性である。

である。もみ収菫は
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Kharif作で 3.5 ~ 4. 0 t / ll a , R a b i に5.5 t/1, こしである。

はる ＼へ

゜
っている。これはArはr心と言う

,r ayaより

で 19 7 4 

となった。この品種はデンカナル，バラソ Jレ，サンパルプ

JV • カタ，，ク，プリなどのイ不ノシノト，メクマハエ常発地 される予定である（）イ~

ら、一 である。 た

2 9) 

次に，W 寮 1 3 4 0 0はイネノゾントメタマバエ耐虫性品種として登録され，アンドラプラテ
8) 

シ＇ュ州のイネノシントメタマパエ常発地に栽培される。また，イネノシントメタマバエ耐虫性で

しかも多収穫品種として， 19 7 3年に登録された SK奴kti (= powerの意）かある。これ

は (ptい18 X 『も b21) XIH8交雑による系統から選抜されたもので，タマパエのほか

ツマグロヨコバイ あり，トピイロウンカと tはngro病 匹

度の抵抗性がある。こ iJ_)品種はオリッサ州とマディアプラデシュ州のイネノジントメタマパエ常
1) 

発地の無防除区で2~3年肛わたり試験した結果（凶Iin1kit pre.gramme) , Shakt1 

は4~ 5 t/rょa の収量があるのに反し， ,JayaとIB 8の感受性品種では 1も/t1a 

であった。また， Shい欠 ti は1../2 0 ~ 4 D K9/ l心の施肥量で十分である。本品種はイネノ
シントメタマバエ常発地であるオリッサ州・アンドラプラデジュ州・マディアプラテン ~,J廿マ，，~

／、土トラの各州とカルナククし'.'.)沿岸地恰て栽名されている。

このほか，イネノシントメタマバエ抵抗性系統として選抜された系統は CH 5 7 -4 9 -・-5 , 

CR57-29-・3 (1R8XPtb21) ,CH58-51 (Pth21XT い） 1) があ

り，品種登録も間iえなお， CR57-49-5はツマグロヨコパイ類に耐虫性強でいもち病
に抵抗性がある。

一方，全イ／ド稲改良プロジェクトで酎 に対する抵抗性品稲 力をおいている。

イネノジントメタマバエ抵抗性品種としては， Kakatiya 信. 13801) を 19 7 3年に
4 2) 

登録した（表 9J。生育期間が 11 5日，収量は 5 t/ha である。このほかのイネノシントメ

クマバエ抵抗性系統としては，らP9-4 (I H 8 X W 1 2 5 1) , RP  W 6 - 1 3 , RP  W 6 -
4 1) 

15,RPW6-17 (IR8X巳iam29) かあり，これらも登録は間近い。数次抵抗性品

種の育成，メイチュウ類， tしlili¥I 0 病，白葉枯病，いもち病に対する抵抗性品種の育成にそれ

ぞれ力を入れている。このようにして選抜された系統をNat 1 on al Sc r e e 11 1 11 g J¥Jursery 

(N呂NJ と称し，インド全国 12 5の稲試験場で 12 2 3系統について，収量・耐病虫性・地

1) 
城適応性など一せい佼調査している。；寸 SNはAlCRIPが主体で行っている事業である。

2)タイ

耐病虫性品種の育種は 19 6 7年から開始された。害虫では，サンカメイチュウ，イネノジン

トメタマバ工，トビイロウンカ，ツマグロヨコバイ類などの耐虫性品種の育成を目ざしている。

イネノシントメクマパ工では 19 7 3年 4月に初めて R口4を耐虫性品種として登録し，常発地
1 2) 

である北クイ，東北タイに広めようと計画した。己じ 4はモチ米で非感光性， 3~4t/haの

収贔かある。葉しょうは紫色を惜びている。 19 7 5年現在の普及状況は思わしくない。これは

-1  9-



表9 有望なイネノシントメタマパエ抵抗性品種と系統 (FA CJバンコク会議， 19 7 3) 

品 種 系 統 交 配 主産国 抵抗性を認めた国

RD4 已！〈員6805-2-13

Ka.Katiya 1 3 8 D 1 

じRS7-4 9 

CR93-4-2 

CR94-l凶R-155 0 

RPW6-1 2 

RP716-1 3 

RPVi6--15 

RPW 6-1 7 

Vv13362 

W13400 

RP9-4 

Mukti 

B1plob 

IRZO 

Se 1. 1-4 

7-1 0 

16-20 

2 1, 2 6, 2 8 

3 0, 3 2 

5 2. 5 5 

BKN6806-18-13 

-55 

-56 

BKN6806-46-1 D 

-18 

-54 

-60 

¥L'lX l斑,.1 7 -1 x vn 2 5 2) '.Ib. 反1lar込i 丁ha1landl工d1a

戸1X RD2 

(IR8XW1263) Indicc Ind1は

(I哀8XPTB2 1) ” II 

I、GEBZ4X ?TBZ 1) XI己8 ” 
India Sri L江止項

(C已55-36X I R8) Ii India 

(IRSx81改m29) II Indonesia , 

臼ri Larik旦

If ” II 

II II II 

” ” Icdonesiは
II II II 

II II Inctcnes 1a, 

らriLanka 

(I R8 X W1 2 5 1) II 

Bangladesh 

II 

II 

(wはranga lX LD6 6/3) Sri Lanka 

(war angalx I RS/3) 11 

(warangalX BG11-11/4) 11 

(War an g a lX 3 G3 5-5/3) 11 

(warangalx B芯 5-3/3) II 

(L'l'—I R8 1 7-1XW125 9) Thailand 

百 XRD2 

”
 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

BKN6809-74-4 (LY34/2-'r(N)1 CN「1'31 7 6 11 

X W1 2 5 6) 臼 X且D2

-4 0 II II 

BKN6805-22-11 (L'lー IRB 1 7-1 X W1 2 5 2) II 

パXR芯2

-2 0-



米質が固い

このほか，

かある。

ないのかf里由である。

N 6 8 0 Q・-7 4・・・・・・4 l1 

象

トビイロウンカ耐虫

-1から 10 0 -2主での 35 

統の合計59系統についてイ

只 IJ1 , RD  4 , lこ[」 -62知を供試

BKN6809・・-74--4りであり，

6809-74-・40をそれぞれ交配しそ系鰭

イン'lゞ 公
〗

8 4 1 X (以T」は 2-文1xIH8) の

種系統群中から 87の耐虫竹菜紐

かった。 5
 

ぶ。
『
!
U
¥よ,‘
 }i~~

— Q
 ，
 うち 24系統は耐虫性であった。

サンカメイチュウ %‘ 

RN  (Intern奴 t1 ,:, n ,, 1 上ns

ぞれ耐虫性を示した。 f ャイナート

であったが Sapan Kv. は i. ( 

3) スリランカ

I五GMNと］巳 P五N

で行っている。 IRGMNでは心 3

定法をとっているQ イネノンント

(3列X 7ふ）の幼苗とする。幼苗か4

受性品種は IR 8である。

7系統と標準抵抗性品種 ptiJ36,

6個体の幼虫を放飼し， 2反復試験である。

スリランカでに日 (}11-1 1など名収穫凸種で令

ンカが大発生したと考えられている。育輝専f"1 哀~ もこ

れている。しかし，検定の段階で鳳鈷果い史、,Jしも

い
ッ

か l'-¥2 6より強く，三 50 1 
1 1) 
る。 検定方法は lH Pエ応従っている。

4) インドのMini",it proi~rarn::ie 

こ

これは全イン‘

調査を行い，ま

プロジェクト左中心ぃ：：

と研究者の交流附なさ

である。イネノシントメタマパエ常痒地

地方の品種，他の多収穫品種と生育を比詞調査万料る。 _I

の種=f

2. i・-・ 



1 (] インド農家ほ場における tungro病とイネノシントメタマバエ

病害虫

Tung r o病

イネノシント

メタマバエ

抵抗性品種試験 (Khar1f作， 19 7 2) 

州

Uttar 『r臼desll

Bihar 

West Bengal 

Or1ssa 

試adhya Pradesh 

Maharashtra 

Mysore 

Kerala 

Tamil Nadu(Tha:Cadi) 

An d h r a Pr a d e s ti 

Orissa. 

Madhya Pradesh 

Uttar Pradesh 

B1har 

地 域 試験地
. ·-·~ ―- . . . ..-, ... → ---一-·•----·... -—.. → 

Faizabaは 3 0 0 

anaras 3 D 0 

Shahabad 3 0 D 

Purnea 3 0 0 

Darbhangは 3 0 0 

Burdwan 3 0 0 

24-Pdごaganas 3 0 0 

Midnapore 3 0 0 

sumbalpuご 3 0 0 

Raipur 3 0 0 

Bhandara 3 0 0 

Chandrapur 3 0 0 

Ratnagiri 1 0 0 

South Canara 3 D D 

Ncrth Canara 3 0 D 

Falghat 3 0 0 

Thanjは V辻 r 1 D 0 

Ws st Goはavari 3 0 0 

Warang旦 1 5 0 0 

Nizalliabad 3 0 0 

Mahboobabad 3 0 D 

Cu-stack 3 0 0 

sambalpur 5 0 0 

puri 3 D D 

Bilaspur 3 0 0 

Raipur 3 0 0 

Dung 3 0 0 

Surgはja 3 0 0 

Raigarh 3 0 0 

Balaghat 3 0 0 

Bas ti 5 0 0 

Hazar1bbag 3 0 0 

移植後 50日目に各調査事項についてカードに記入し， AICRIPへ送付する。イネノシ

ントメクマバエでは抵抗性系統は GMR-1から 29注でと Kak at i ya {W 1 3 8 O 1) で

- 2 2 -



ある。 Tは か実闘

さ

TV□ 1~8玄である。 19 7 2年(l)この

1 0のとお i） である。こ乙）ようにプログラムは現在忍進行中である。

a. 砥抗性品種に したパイオタイ

1) イネノジントメタマパエ

イネノジントメタマバエのバイオタイプが溌見されてからすで応 4年を羅過したが，交だ醒央

されていない。

(1) インド

をイン~ ド各地

ことかわかった。これはすべて

である。

るとイ不ノシ＇ントメタマバエ ある

lてみられるものではなくある品種に限って起こる

と

シントメタマパエの生熊的な差異によるものであり，パイオタイプかあると考えられるよう尺
7) 4 3) 
なった。 例えば， W 1 2 6 3翡よびその近録系統はワランガル農業試験場では抵抗性である

か，サンバルフ--Jレとカク yク

-1 2は抵抗性だかワランカル

となる。カタック

あった。
3 5) 

した:只5も

カタソク

か抵抗性で， 36 

したアッサムのイネ 59 

ある。

サンバルプール ると 23 

性品種の Jcc ya は80~95%であった。こ

ARC5465で87%,

ンバルプールはイネノシントメ

タマパエ

ルプールにおけるクマパエ

メクマバ

クマバエ

どの場所よりはるかに高いことか原因であるう。カタン・クとサン

かった。 戸イネノシント

筐おけるイネノジントメ

である。

サンバルプールのチャクリ農場では，中央稲研究所のスタッフが 1か月応 2-~ 3 ゃ‘ノ

，
 イオタイプ紅ついて研究を進めている。認日系統の抵抗性イネ 5品種を飼育箱 (40 X 4 0 cm) 

の中に移粗，活古移瑶後サ/氾ヌニルのイネノシントメクマバ工を株当たり 1,15,30個体の

割合で放飼する。箱当たりイ不の株数は 2D本である。ほ場でも 22系統匹ついてパイオタイ

プを調査中であったC 2反復試験で，各品種ごと 19株 X 3列 (57株）である。 8月下旬匹

移植した22系統のうち， 13系統は活着せず試験不可能であった。

バイオタイプ<0比較には次の方法もある。チャクリ農場で光に集まった成虫雌を大型の試験

管に入れ，水を含んたガー七でせんをする。翌朝管内のガラス壁やせ人兄沢山の卵か産みつけら

れている。これらの卵をカタックに持ち帰り，同一抵抗性系統のイネに接種する。サンバルプ

ールとカタックのイネノシントメクマバエが同時に比較検討でぎる。

全インド稲改良プロジェクトでは，イン~ ド固内 35カ所に 5~6品種を栽培し，場所による

被害差があるかとうか調査中である。同時に室内でも各地から集めたイネノシントメタマパエ

の放飼密度をかえた褐合と抵抗性品種の被害差異忙ついて解折する計画がある。

- 2 3 --



(2) クイとスリランカ

イネノシントメタマバエではインドのような計画的研究は行われていない。クイではMuey

?i 
6
 

戸
~

印w
 

凡rv
 z
 

タイ t東北クイ られている。

2} トピイロウンカ

フ、リランカのアンバレーで大発生したトピイロウンカは，フィリピンで発見されたバイオタイ

プと明らかに異なるといり祝もある。詳しいデークはまだない。参考までにフィリピンにおける
1 6) 

バイオタイプの例を表 11 lて示した。飼育に供試した品種か異なると抵抗性に差異か見られるこ

とは興味がある。

表 11 フィリピンのトピイロウンカのバイオタイフ，

抵抗性遺伝f,抵抗性品種 (I戸 RI,1975)

--・--------
I 

------------ バイオタイブ 1 1 I z : 

---------------

3 ! 4 
品種 --~--·----• - ---~- -!---- -ー!-一

抵抗性嘉豆平--飼育品種i '『 N1 1 Mud go --.. ASL 7'ビathu日eenat1 
-、~ー• ―” —----

Mudgo I Bph 1 
I 

旦 三---~,一ーロ•一—-;―--
I 

ASD7 i bph 2 R I R c, ~i s 
！ ：  

i 
Babawee [ Bph 3 J:i : R'R  i R 

！ 

I f I i 
麟 thu Heenati ! bph 4 R ! R 1 丑 ! 8 

9. 抵抗性要因の解折

抵抗性品種のイネでは，イネノシントメタマバエ幼虫が発育できないことはすでに報告されてい

る。その原因として，抵抗性品種にはタマバエ幼虫の発育抑制物質の存在が推察されている。

インドの中央稲研究所では，この抑制物質を解折するため，害虫と植物生理の専門家による協同
8 J 

研究か行われようとしている。方針としては，特定の物質，アミノ酸などについて分析し，特定の

ものがあるかどうか調べる。さらに，毒素や生長ホルモンの存在についても検定する。幼虫か摂食

中に出す物質はコール形式に関連かあり，抵抗性品種ではゴールができないので，幼虫の出す物質

と抵抗性物質の解析か同時に行われよう。イネノシントメクマパエか人工食物で飼育できれば幼虫

の出す物質が検出されよう。しかし現在，人工食物はできていない。

一方，ぼ場では抵抗性か亜鉛とホウ素に関係しているので，試験中である。

スリランカでは，抵抗性品種の稲体内のフェノール系物質の抽出を実施中である。この中から，

抵抗性物質を検出しようと試みている。

10. 抵抗性品種の遺伝

1) インド

- 2 4 -



タマバエの抵抗性遺伝子解折は中央稲研究所と全インド稲改艮プロジェクトが共同で行った。

ViJayaXW1263, IR20XW1263の場合，感受性は優勢な遺伝十で，5辿伝予こよ

り支配されており， 63 (感受性） ： 1 (抵抗性）の割合で出現する。抵抗性は劣勢遺伝子で 1

~4対の遺伝壬からなる。抵抗性遺伝子ともみからの決定遺伝子とはリンケージの関係にあり，

抵抗性品種育種上実用的に使用できる。また，わい小を支配する遺伝子はもみがら色（褐色）を

支配する遺伝子の一つとリンゲージの関係にある。感受性と抵抗性母体の遺伝子モデルは次のよ

うに提案された。
4 0) 4 2) 

I R 2 0 

V1Jaya 

W-1263 

G認 1

GM 1 

gm 1 

GMz 

GMz 

g m 2 

3

3

3

 

M

認

rn

G

G

g

 

2) タイ

B'2における抵抗性：感受性の分離比率は RD1XW1263では 1:3,RD1XMN-

6 2 J, いは 1: 8であった。抵抗性遺伝割合は RD1XW1263では 57%,RD1XM)l-

6 2鼠は 43 %である。これは若干の抵杭性遺伝子が関与しており，環境条件によって強く影響

をうける。 W1 2 6 3の親は MN-62Mより高率で抵抗性を遺伝することがわかった。
22) 

11. その他水稲害虫

1) メイチュウ類の加害と米粒のたんばく質含量の増加（インド）

これは 50年 9月3日，中央稲研究所のセミナーで発表されたものである。メイチュウ類が出

穂期に 20~40%の範囲で加害すると米粒のたんばく含量が増加する傾向にある。しかし，メ

イチュウ類の被害か分けつ期と出穂期で 15 %以下のときはたんばく質は増加しない。これは

Jaya, Padma, IRSてみられた。例えば， Padmaでは (Rab1作， 19 7 4) , 被害

茎率 1%程度のときたんばく含量は 5.4 0 %で， 25. 5 %の被害では 6.6 5 %であった。同様に，

Jayaは0.8 %の被害で 5.3 3外で， 17. 5茄の被害で 6.1 9伶であった。 19 7 4年 Khar1佑

作において， Padmaは 11. 8 %の被害で 6.1 0伶で， 34. 6 %の被害では 7.2 5 %に増加し念

このセミナーでは．この報告に対して否定的な意見が圧倒的であった。サンプリングの方法に

問題かあり，広い面積で実施した場合について検討する必要があるとして結論は保留された。

2) 抵抗性・感受性品種間におけるサンカメイチュウの生育反応（インド）

供試品種は Jaya, Padma, TK認 6,W1263,GMWである。サンカメイチュウの

産卵選択では，抵抗性と感受性品種間に差はなかった。抵抗性品種で育てた幼虫は体重が小さく

感受性品種では大きかった。糖分含贔は抵抗性品種で少なく感受性品種で多かった。フェノー）レ

は抵抗性品種で多く感受性品種で少ない。また，窒素，炭水化物，リンは抵抗性品種で少なく，

感受性品種で多かった。この研究の中心は生化学的なベースで行われている。

3) サンカメイチュウの人工食物に関する研究（インド）

サンカメイチュウは主要稲作害虫の 1種である。イネだけを摂食し，雑草は食べない。イネの

-2 5-



ぎない。し

では育-:)か，

旦育でぎる。とこ

〈成功していない。

カメイ千ュウ リ入ュパ賛罰旦哀叫同じげしようと

してい心。この研究担当者汀

4) ・サ．／力．メイチュウ乙噌iこフ `~ （インド）

ニカメイチュウ

ンカメイチュウで汀:";1i, . .;i:O誡瓦連してい

物質の抽出を》~<;り万げで行うi]jいである。寸← ンカ、i-, 守―- ウ江こ罰が 29ぃ定温器に入れる0 羽

し'f屑至仄質く。そして>ヤ--

レ~合詑伍：iiはそりにし入れふ；又叶!Ol古即，：{'も」え八 A ;i、天＼、＇ご言： f j¥ Iく（こ 1/ 1り朽度メチレンクロ

端をメザレンクロライ

クロライ

：パ）"'約 15 分間払記させる。そうすると＂フェロモン~かメチレン

ェロモントラノプを草丈 3D可 J.:且円に贔置し，フェロモ／乞効果

5) ({)研究（インド）

インドでは，広（殺且［ されてい

され全瓜されようとしてい乙しかし，サ

カメイチュウ心注誘秀り 1

でぎることは過太の例で明らかである。イン

カニズム

6) 殺虫・

Q
ぃ｝

工~ ロモン'

され

で）をti]へ3

しよう

i
 
9,“ 
，が

トで抽出てきる。」~ 上｛己こと 1可様，フ

している。

ぅ了
•C-

9/1 
を

うちに害虫尻耐性か

の例は古たないが，

ギ~'令

多心o

できるメ

イン~ ドでは Far21tl;1;:日か広〈使用され，これから已 i 戸 l 1)、,1吏わいようとしている。

この両者のメタポリズムと しこで）いて研完している。それによると Parath↓ vu戸水田で

に［いるいるな有機質の作用忙より］こll t I c: グルー

中 る。

を

定たは純水培養でヤ 1

nosこir1は微生物による

る。

を［疇r'文t工lj C, 「で示丁と次のようにな

F臼 ratに1Gこ Aml 口 c•parat.r.101」

・-[ l Ct且y こ〗ぃ；:,t: 、1TC  t且1CJ lし i.1CJ l ,J 

e-・N 1 tr: ー：｝）じら;:',:J .L 

'' 

＇ '' 

？｝ 
9
,
J
 

~. 

,' 
9

、ー、9
ヽ

,' 

J~ 
ヽ
＇
~
9
¥
 
日

7) 
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インド しジ閏霞［は大竺い桑

類，

野蔵古虫の防除などあげてい

8) イネ

7月~・1[)月 lてかげて月 1

•マとしズは，

調査か行われている。害虫の発生は 5 0回す〈い取り法による。 7

カタ，,,ク

じてお、り，研究の母体になっている，)施肥は 8 0 

／じ臼←

カ・玉コパイ羹且

ru 
ー

こ

の種

12. 害虫の

イノドでは，

所では，こ

S l, はkt1 , C: Iミ・・・94-MR155D,、.'H57--49・-5,CR57-29-3, 

としては Jay

2 O cmで， 48区で行った0

/hは 2
 

4
 

らである0
ぅ6)

（インド）

し， の癸生変動と収量の

イネは 9月 6日

である。こ~ の水田は 1ネノジントメタマバエ，メイチュウ類， ウン

）え~で車要である。

を主体

しし万から 5年目を

した。 g月の第 1

6) 
で研究を進めている。カタックり）

ている。 19 7 4年四は，

，品種当たり

2 5日目と 45日目筐Diazinon

2 7切¢ 度 15 x: 

をt2 5 K9 (ふt.)

られた。もみ収量は 4,4 8 4Kf/わ改であ，)た。

いずれの品種恙

し，イネノジントメタマバエ

f L ;・ はロ とした。 19 7 3年には国じ品種を

3. 2 % , C臼 57~- 2 9 .... 3 2. 2 % , じP.9 4 -'vl R 1 5 5 D 1. 4 % , C円57-49-5

且92 %であった。

tr o 1 an e 1 Kg (A. I.) /ll a 

回散布。

剤と

よる

21.y旦ではも 4.5 弼であったか，~:11い'・tiは

sbanこ

3 0い日に 1炉j処坪，⑤

1回処理のみ,(;?) CY ---

2 0日と 40日目の 2

5 7. 3 % , ② 3 4. 1 % , ⑤ 1 2.8 %であった。

は 1,0 4 9 ~ 2, 2 5 6 Kr;/ h a cこ）範囲であった。
中央稲研究所の試験を悲

MR1550である。

との関係をみている。

インド

と協力

se負 rch 『ro J e cヽt Areは （協力

を目的とし，

を進めている。 Operat1c,:1al Pe-

は合計 80 0 ha紅及んデいるへその地詞

に 9か所で，カンダラフール・テオプール・/丁グ f)スプー）レ ・カマプール・ア）しノヽン.; ナr.バンプリ

ス・ケシュプー~ ル・，：／クシュミブ・一~ カンフール ・フアクラバドウである。 よ

て少し異なるかカンダラプー~ー、ルでは Kl1 ぃ g a , Fusほ―-21, Ann改purna, Taina 巧~一3

しヤ;ant である。後者の 2 品種では 4~.6t/ha の収量かある。

デオプールでは， Jaya, ;, こ心kti, Ja ど~改nn改tt, , CR 1 O 1 4 , Tainan---.3 :: uし:1n t, 

ない。拘肥量合o, 2 o , 4 o , 8 o Kg/且aとし，

，コフノメイガ， 1不クキミギワパエの被害，ミズノメイガ

していた。克た， 1不ノシントメクマバエの被害は数％で少なかった。

でしかも主要害虫に抵抗性のある品種を栽壊しほ場
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で展示している。例えば， Sh改kt,iはオリソサ州では 40 0 11はで栽培され，その面積も年こと

に拡大されている。
3) 

このほか，その年の降雨閲始時期とイネノシントメタマバエ生息密度の培加時期は決まっているの

で移槙時期を早くしたり晩〈したりしてイネノジントメタマバエの被害を回避する万法かとられて
3 8) 
いる。弐た， 10月~1 1月にかけては寄生蜂Piaty_qas-tor oryzaeかかなり活動し， 90

％近くまで寄生率があかる。つきり，抵抗性品積～移植時期～天敵の活動との組み合わせにより，

害虫の抑圧はある程度可能になるであるう。

13. 巡回調査による害虫の発生予察

本調査は，イネの病害虫の大発生をよ然に防ぐ目的で開始された。組織は中央政府食糧農業省農

業局とインド農業研究会議事務尼（インド農業研究所，全インド稲改良プロジェクト，中央稲研

究所）の協力の恣とに，各小廿政府機関の農業局か巡回調査に必要な人員と資材を提供する。調査員

は数名からなり竹物，病理，害虫の各専門家または各専門分野について高度な訂練をうけた者であ

る。

本事業は 19 7 0年に開始された。調査対象地域は最初はヒハール州・ウ，タープラデシュ州・

オリッサ州・マディアプラデシュ州・西ベンカル州の 5州であったが，最近はアンドラプラデシュ

州・カルナクカ州・タミルナドウ州・ケララ州も追加され合計 9州に及んでいる。調査員は 1組 2

~3名からなり， Khar if作の 7月~1 2月には 10日おぎに所定のコースに従って調査する。

各調査結果は，各州政府農業局でとりをとめ，ハリアナ州のフアリダバノトにある植物防疫課に送

られる。植防課では全国の毎週の結果をタイプ印刷し，只ice survey 只□porもとして関係

機関に配布する。 19 7 6年はすでに第 6巻が発行されている。

本事業が開始された動機は， 19 6 9年の Khar1f作に，ビハー Jレ・ウ、ノクープラテシュ・西

ベンガルの 3州にツマグロヨコパイが大発生し著しい被害を与えた。その結果， tungro病の被

害かまん延した。このような被害を事前に防ぐための処置としてこの巡回調査か関始された。

調査した害虫の種類は，タイワンツマグロヨコバイ・オオヨコバイ・イナズマヨコバイ・トビイ

ロウンカ・セジロウンカ・サンカメイチュウ・イネノ、ンントメタマバエ・クモヘリカメムジ・イネ

ノトゲトゲ・コプノメイガ・バノク類・ tはngro病なとである。イネノシントメタマバエは全域

に発生しており，特に直ベンガル・オリッサ・マディアプラデシュの各州では被害か大ぎい。

1 9 7 4年以来トビイロウンカかケララと西ペンガル州で大発生し著しい被害を与えた。

最近のアントラプラデシュとカルナタカ州における害虫の発生状況は次のとおりである。 Kharif

作の 19 7 5年 10月1~ 9日の調査では，カルナタカ州の 14か所では品種 Jaya にイネノジ
ントメクマバエか発生し，うち 2か所では大発生があった。 トビイロウンカはハレアンガディと南

カルナラ地城で MTU20に大発生し，他の 5か所では通常発生であった。 5)

コプノメイガの被害は広く各所にみられたか， 4か所でに品種 KB356,GMR2,Jaya,

MT  U 2 0 , Gar』aso.leに大きな被害を与えた。 トウヨウクキミギワバエの一種は 13か所で少
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ないし中程度の発生であった。南アJLコノト

匠なっている。

コフノメイカか 6か所匠わたーって

とるよう指示したぅ

普及員 うよう体制をとった。

タミルナデウ州では 19 7 5年 9月10日~27日筐かけて調査

タンジゴル地区では，トウヨウクキミギワバエが 8か所で大発生した。調査

トヒイロウンカは殺虫剤によって防除されたので少発生であった。 BH C 1 0茄

防除地域では坪枯れは発生しなかった。
2) 

アンドラブラデシょ州ナルゴンダ地区では，コブノメイガがベンカタドリバレムと

ン部落で大発生した。 I、ウヨウクキミギワバエ くの地域で発生した。しかし 'i

イ不ノジントメタマパ工は局部的lて発生し，ラルバハドルナガールではイネ，｛，．、・ト

．］改ya で25 ~3  0鴨，テラハムサは 10----15茄の被害程度であった。メイチ ,.'7類し了
5) 

且scir 1で10伶， hR35では蒋連発生であった。

アンドラプラテシュ州ワランカル地区ではト r:,ヨウクキミギワバエは 5---15屯てを・ヘ

ンバーティでは 40 ---5 0笏で被害が高かった。イネノジントメタマバエはサリバグ臼・7>4 

5 ~ 1 5 %であった。コプノメイガはチャンプールと了ショクナガールで被害か芸しか
チュウ類の被害は 10笏前後で，旦 :cd5とMは ¥],3」ri などで高かった。クルノー．叫加[<臼

ンガルとほぼ同様の害虫と

ジントメタマバエは晩植に
4) 

点かあることを感した。

であった（）

アンドラプラデジュ州東コダバリ池区では，メイチュウ類は普通の発生であった。しか

し，ぽとんどのイネに発生か見られたので，

ょゴ〗7 6 -・1 7はイネノシントメタマバ であり， 危良い[17

をもっているので海臣一骨の水田応早く普及する必要があろう。

以上のように，害虫の発生状況に関する情報が続々と発表され，対応処僅1J'.とられてし

調査は病害虫のみならず，イネの牛育状況・品種・耕作面積・栽培条件などに関する報仇忍：臼喜釦＇、

行われている。

N 考 察

I R 8など多収穫品種を熱帯ア；ア諸国に普及しはしめてから数年目に大きな

れは病害虫による著しい被害である。防除対策のない熱帯アジアにおいて，病害虫

奨励するのは危険であることは明らかである。一方，病害虫に抵抗性のある

IRRI, AICRIP, CRRIなど耐虫性品種に関する研究が 19 6 0年代の半げから戸げi;1: ; 

た。

熱帯アジアでは，水田の基盤整備か不充分であるうえ，農家の経済的な事情により，

でも使用される段階ではない。そのうえ，病害虫の発生生態は研究途上にあるため不明

- 2 9-



切な

ょ‘, 之こ こ --;, iは経費

心事菜であ伍)0 

か崩れ， 般古虫

を避け，

才JJA、力げ直和重Kり甘上臣じ尻とな

臼

しい。
1 3) 

けや，ずい場所訟ある。害玉か生態

り・・(;)ぐ)1'」二珂』((]しr('后［なるじ力噂詞

議のある てある。研完Lバイえ~ グ ギの旦さふ，3ふ clL f J_ y 1 

ネノジントメ

ォタイプに強い］這

種によって他の凸千璽に対す

イネノンントメタマバ:r.

こ ，そ＜？（）、.,イ

ッ

'77'コc.,, し．．ロロ

となる品種かある。イネと口,'、ギでは被害程度の差はク 度のl『カ よって

生ずる場合もある。支た，

きる力怯

ては他の害虫力入発生する恐れか十分にあるので，数種の害虫（病害を

含む）

ある

種か艮いと

存をある程度詞し，

1 0 D %か完全

きであろうロ

か行ねれてい

らないので，種千

で

どうか疑間0点力噂只ら

ること応よン，

ことか望士しい。害虫

より抑l土させれば良いわけである。 ct,虫を全滅させることは であるから，いかにし

て害虫の密度を下げる

熱帯アジア諸回の研究機閤では，

った研究で， IF 1¥ 1を中心とす

される。

筐関する研究か工力になっている。これ

十分に解明されていないので，合佐の研究に力を狂

は，槃礎的には害虫の種類の

，フェロモン，す〈いとり， なとにより紐年丹念に調ペテ タを蓄積する必要か

ある。害虫の発生と気象との関係，天敵の生息密度と (7..)関係， 1えの品柾，

に行われるべきである。

究データが多いので，発生生態

ために必要である。

と

と

ある。位期中の雪虫

ヘJf・ 

，こ

ある。しかし，

ある。

1 2)。

ある。この調査は，

かけだ古虫の発生と寄主

にぷげる害虫［）発生と

0発生生態は

の発生型と発生

，水田の項境が

で，断片的な研

関係に

" ーこ) " -



1 2 イ>/ド..スリランカ・タイにおける主な の分布

種

（和

名

名）
インドスリランカタイ 層喜’

0 r·~ 且optc1a

()ェya japonica Thunberg 

ハネナカイナゴ
゜ ゜ ゜ ゜

Hi,,rogrypんus annuticornis いhirctkl

ヒゲマダライナゴ

P a t a n g a s u c c i 11、rta Ll:.,ne 

七スジッチイナゴ

。
Cl 

゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜
Gryliotalpa africa冗 a Fュlisct de E.e, ょUV018

ケラ

日e;r」11)もera

Scotinoph.aャa obseura c)allas 

ミナミクロカメム、ン

Nezara viridula Llllll8 

ミナミアオカメムジ

Leptocorica oratoriu . .s> 石'abr1c1us

ミナミクモヘリカメムシ

Sogateila furcifera 已C ごvat

セジロウンカ

Nilaparvata lugens Stal 

トビイロウンカ

゜ ゜ 。 。

。 ゜ 。 ゜

゜ ゜ 。 。

。 ゜ ゜ ゜
0 。

。 。

゜ ゜ 。 ゜
Laodctpんax striatelluJ、 Fallen

ヒメトビウンカ

Ne pんotettiお virescens Distant 

タイワンツマグロヨ：：1バイ

Recitia dorsali.r 悩otschulsky 

イナズマヨコバイ

PS'eudococcuJ'sP. 

イネコナカイガラムシ

Tbysa且optera

Haliotんrips bifor加 is Eagnall 

イネノアザミウマ

゜ ゜ ゜ ゜

゜ 。 ゜ ゜

。 。 ゜ ゜
0 

゜ ゜

゜ ゜
0
 。

- 3 1 -



じoleopterは

Di c lad i spa a rm i g e r a O l 1 v 1 er 

イネトゲトゲ

Lepi』optera

CんiL o supp re s s a L i s Wa上ktir 

ニカメイガ

Cんilo polycんry s u s Me y r i cに

ネッタイメイガ

Tryporyza incertutas Walker 

サンカメイガ

Cnaphalocros-is 加 ed i 1しal i s Gue nee 

コプノメイガ

Mympんula depunctalis 「Guenee

イネミズメイガ

Sesamia inferens Walker 

イネヨトウ

Spodoptera mauritia Boisauvは1

シロナヨトウ

Spodoptera litura F旦br1c1us

ハスモンヨトウ

P S'e u d a l e t i a s e p a r a t a "N a 1 k e r 

アワヨトウ

Parnara _qut lat a Bremer et Grey 

イチモンジセセリ

Diptera 

Hydrellia pJ.ilippina 戸Gri no 

トゥョウイネクキミギワバエ

Orseolia aryzae V{cod--Mascn 

イネノシントメタマバエ

Atんeriyona cxi,qua stein 

。 。 ゜
。

。 ゜
。
゜

゜
。
゜

。 。
。 。

゜ 。 ゜
0 

。 。 。
。

。 。 ゜ 。

゜ ゜
0 

゜

。 ゜ ゜ ゜

゜ 。 。 ゜

。 。 ゜ ゜

゜
。
゜
。

゜ 。 ゜ b゚l 

。
゜ ゜ ゜

イネクキハナバエ

江 気） 0印は分布を示す。 b) マレイシア・フィリピンには分布していない。
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ある。乾期中の害虫の死亡要因に関する研究は少ないので，この分野の研究は必要である。

乾期の害虫の生存扇が正確には振できるとすれば，次期稲作初期の害虫の発生量を予察でぎる

性かある。害虫の発生予察は害虫防除上軍要な意義をもっている。日本では，ニカメイチュウの越冬

幼虫を温度処理し成虫の発生初期，発生ピークを推定することが可能になり，防除対策を前もってた

てることかできるようになった。しかし，熱帯では一部を除き，気温は一年中高く経過する。その上，

害虫の 1世代の期間か短く 20 ~2  5日であり，年間 10世代以上もくりかえす。害虫の発生生態は

日本の場合とは完全に異なる。

このような熱帯条件下で，害虫の発生予察は果たして可能であるうか。発生初期，発生ピーク，世

代数の経過，発生量，発生終息などの推定である。北半球の熱帯では，一般に 12月~4月安では約

期でイネかなく害虫はイネ以外の寄主植物で過ごす。この乾期中に害虫は乾燥（降雨がないため） ， 

低温 (12月~2月） ，高温 (4月以降）のため休眠したり死亡したりするので，二期作イ予以外で

は害虫の生息密度は下かる。休眠の深さかどの程度であるか実験結果かないので言えないか，休眠さ

でいかな〈ても，発育の遅延は乾燥，裔・低温によって生じている。乾燥（水分主たは湿度） と休眠

との閲係，光・混度と休眠との関係を明らかにする必要かあろう。

インドの巡回調査の意義はぼことに大きい。日本の組織とは完全に異なるか，研究機閲をはじめ農

民組織まで巡回調査結果の情報を流す点では日本と変わりない。 インドでは，一部の農民を除き，他

は病害虫についての知識か十分ではないので，巡回調査員はその指導・普及を行っている。この調贅

はすでに 6年目を迎えかなりの成果をおさめている。

誘殺灯匹よる病害虫の発生状況はタイの各稲作試験場で調査されている。開始して 10年以上経過

し，資料もかなり蓄積されている。 6ow電球に飛来し誘殺された昆虫はコンケーンとサンバトーン

稲作試験場では，←すぐ同定でぎるスタッフを備え，害虫の種類と個体数を毎日記録している。しかし，

他の稲作試験場ては同定て喜忍望又,.'毎月 1~2回に分けてバンコクの昆虫動物部に送付し，そこで

同定を行っている。タイでは組織上は農業省に農業普及局がある。地方に病害虫防除所をおぎ，スタ

y フが数名いて，農民への普及指導，病害虫の防除を行っている。インドのような巡回調査ではない。

農民から病害虫の問題で要請かあれば，現地にスクッフか出かけ調査後殺虫剤による防除対策をとっ

ている。防除所は 3~4県にまだがり，タイ全国で 16か所に設立され，各防除所に 4~5名のスタ

ッフがいる。

最近インドでは，新品種など導入しても収量が思うように上らない点を考慮している。病害虫によ

る被害量の増大かその原因の一つとされている。そこで，インドのガンジー首相はインド農業研究会

議会長に総合的防除計画を立てるよう要請した。 19 7 5年 9月20日，ニューデリーで害虫防除匹

関する会議が持たれている。その結果については箪者は知らない。当面，新しい防除体制が採用され

ないと，作物への被害と環境汚染の問題は重大な局面を迎える。殺虫剤にかわる新しい防除体制をつ

くるためにあらゆる努力をすべきである。そして，高度に訓練された専門家と防除員を養成し増員し

なければならない。これか会議のねらいでもあった。

以上のように，熱帯条件下で害虫の発生生態をは握することにより，総合的な防除体制をとる方向
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して研究を進める必要かある。 を費やす ある。

に，熱帯‘ア し いので，国際研究協力体制を作ることも

屯要であらう。例えば，イネノシントメタマバエの研究協力計画は 19 7 3年バンコク FA0の会議

で討涵されたが，研究贄援助の点で実現していない。 J.RGMNと 1B P日：、Jは IRR  Iを中心に抵

アジア諸国間で行われている。今後の研究体制を作るとすれば，イネノシント

メタマパ工，ウンカ・ヨコバイ類の発生生態を基紅した研究から発生予察の確立を目指した内容の忍

のか艮いと思われる。

v 要 約

1 9 7 5年 8月24日から 1D月23日にかけて，インド・スリランカ・タイにおいて，

イネの害虫に関する研究現状について調査した結果を報告したものである。

1. 熱帯了、ジアでは，ムギなとの冬作物は害虫の間頴はない。雨期（インドでは Khar 1 f作）の作

物，例えばイネ・トウモロコシ・ソルガム・ワクの害虫問題は大ぎい。イネではトビイロウンカ・

イネノシントメタマパエ・コプノメイガ等が大発生している。31) 

2. トピイロウンカはインドでは 19 7 5年西ベンガル州で 2.4 0 0 haの水田か著しい被害をうけ

だ。スリランカでは， 1974~1975年にかけて，アンパーレで大発生かあり，雨期に14,0 0 0 

ha , 乾期に 3,1 0 0 haの水田か被害をうけた。タイワンツマグロョコバィはインドの危ペンカ

fぃl州で大発生し， 8 0 0 haに及んた。

ふ トヒイロウンカは多収穫で感受性品種の大面積栽培，モンスーン期の洪水のため肥沃度か増加し

たとこるに多肥施用，殺虫剤防除によるウンカ・ヨコバイ類の天蔽の減少，殺虫剤抵抗性系統の出

現，栽培密度か高い，トビイロウンカの早期発見か困難などの理由により大発生したと考えられる。

しかし，熱帯アジア全域に大発生かみられることから，本虫は大発生のサイクル期間にあるのか，

本虫の生態そのものか変わってきたのか検討を要する。

4 防除対策としては，感受性品種の栽培を中止し， Patn'l., Sl虞 kti, Jyoti, Tr1vant 

なと耐虫性品種を栽培する。 Jayaと IR8を植えるとぎは，栽培密度を広く，並木植えとし，透光

と風通しを良くする。多肥を避け， N5 0 Kg/ha以下の割合で施用する。最高分けつ期に手でイネ

をたたくとトビイロウンカか水面に落ちるので，それを目印にし，株当たり 5~6個体いたら殺虫剤

を散布する。 トピイロウンカが大発生した場所では， Khar1f作イネか刈り取られる左で，次の苗

代を用意しないこと。苗代では粒剤を散布し十分に防除する。乾期中は，ひこばえ，雑草を水田にす

き込むc殺虫剤防除でに，栄養生長期のイネでは Carbaryl 4%+Lindane 4伶粒剤，

Carbctはran 1 O伶粒剤を施用する。開花期には CarlJ改 ryl 50%水和剤を散布，成熟期に

はEHC 1 o佑粉剤を散布する。スリランカの了ンバーレでは，農家から毎週はかきによる被害発

生状況報告をさせ，トビイロウンカの発生経過をは握し，防除に備えている。
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中である。 トピイロウノカの天敵は 6種か明らか応左った。

タイではイネノジントメタマベエ'(')三迅昆虫の生態紅ついて研究中である。天敵は 5種かわかり¢

中でもダニの一種の抽食効果か高い。寄生.1由食脊匂［］の調査と発生閏長なと調査中である。このぼ

し、Taya, T因 1' 3 4 

，店卯匝力と

疇ウイルス•，

ついての研究酎

パ・了•四天叡は 6闘が判明

をあげる。

ため，卯寄生蜂の果］をす役割につ

いる。

して

いる。 トビイロウンカ鯰セジロウンカ。タイワンツマグロヨコバイ令イネノン~ ントメタマバエの 4

種は大量増殖に成功した。.:スリランカではコプノメイカ

ウンカ給←ョコバイ類の飼育では種類を混ぜないよう

である。

である。イ不／シントメタマパエむ

飼育は 5か国とも 1丘］様であった.{)卵期間は綺湿度に保つこと，年位飼育箱刈たりの個体数をで竺る

だけ多く確保するための飼育技術，卵・三切虫寄生蜂を許けるため兄卵宇と亭化字を分けること，野

外個体群を飼育個体群に混ぜて飼育することなど重要な事項である。
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9. 1975年から，耐虫性系統のイネを各国に配布し検定する研究励力か発足した。イネノジント

メタマパエ (IR (} !l N) とトピイロウンカ (IRB  PH  N) が対象害虫である。 I F P. Iか中心

になっている。

イネノジントメタマバエでは検定参加国は 7か固である。この検定万法では① 1系統当たりの面

積かせをいのでできる限り大ぎくし，テータのふれを小さくすること，②健全な種子を選び発芽能

力に差かないよう紅すること，⑤夜間照明は日没後から数時間以内か良い，④被害調査では対象調

査株を決め，⑤移植後 20おさ竹コール数を数える。同一株に出たゴールを追跡することにより，

真の被害を査定できる。

トピイロウンカでは 8か国か参加している。幼苗検定では，まず種類を混同しないようトピイロ

ウンカだけを放飼しなければならない。検定は少な〈とも 10回はくり返す必要がある。また，ト

ビイロウンカは飼育した品種によって感受性か異なるので，その原因か何忙よって生じているか明

らかにすぺきである。ほ場検定のためトビイロウンカを放飼し，被害を出す検定方法も確立しなけ

ればならない。検定はトビイロウンカか高密度の条件で行うべきである。

10. 抵抗性品種の検定ととも陀，育種は研究の中核をなしている。インドの中央稲研究所では検定の

ため害虫・病理・育種の各専門家からなる 3チームを作り，国際検定協力，国内産系統のぽ場検定，

耐虫性系統の実際的列用などに従事している。

数次抵抗性，例えばインドのぐ R94-MR1550はイネノシントメタマバエ・メイチュウ類・

トピイロウンカ・タイワンツマグロヨコバイ・もungro病に抵抗性かある。 Sh往 ktlはメイチ

ュウ類を除いた 4種の病害虫に強い。このほか CR57-49-5なども有望品種である。イネノ

シントメタマバエ耐虫性の Kakat1ya•R戸 9 -4• RPW6-1 7などもある。全インド稲改

良プロジェクトで育成された系統は National Screer」ing Nur呂ery (N S N)てインド

全国 12 5地点で検定されている。

タイでは 19 6 7年から耐虫性検定が開始された。 RD1はye11 ow orange 1 ea f virus 

耐病性， RD4はイネノシントメタマバエ耐虫性である。 RD4は米質の問題で普及は思わしくな

い。 BKN6809-74-40はイネノシントメタマバエとトピイロウンカに強い。このほか多

数の品種・系統の耐虫性を検定し，育成中である。

スリランカでは，トビイロウンカの幼苗検定で IR 8が］已 26よりも強く，日 50 1が他の品

種よりも強いなど，他国と異なった結果がででいる匹で原因を解折中である。 トピイロウンカの大発

生により，耐虫性品種の育成に力を入れている。

全インド稲改良プロジェクトでは，数年前から育成された系統，品種を農民に配布し耐虫性など

について調査している。 M1n1k1t programm8がある。イネノシントメタマバエ耐虫性品種

は9州22か所， tungro病は 5州10か所にそれそれ配布された。

11. 抵抗性品種に関連したバイオクイプがイネノシントメタマバエとトピイロウンカで発見された。

イネノシントメクマバエでは，バイオタイプは虫自体の生態的差異によるものか，イネの生理的差

異によるものか，虫の生息密度の差異によるものかをだ不明の点か多いので各国で研究中である。
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トピイロウンカは飼育に使った品種により他の品種に対する感受性が異なる。これでは数多くのパ

イオタイプか存在することtこなるので検討を要する。スリランカのトビイロウンカはフィリピンの

それとは明らか匹異なると言われている。イネノシントメタマパ工に対する抵抗性要因の解釘，抵

抗性遺伝の解折についても研究か阻始されたか，今後の研究匹期待するところ大である。

12. 以上のほか，イネの害虫に関する研究は次のとおりである。① メイチュウ類の加害と

ばく質含鼠との閲係。② 抵抗性・感受性品種間におけるサンカメイチュウの生化学的生育反応。

⑤ サンカメイチュウの人工食物。④ 殺虫剤抵抗性害虫。⑤ サンカメイチュウの性フェロモン。

⑥ 殺虫剤の分解。⑦ 殺虫剤のスクリーニングと害虫の防除。⑧ 貯穀害虫。⑨ イネの移植日

と害虫の発生。⑰ 経済的被害水準。(:↑ 個体群変動機構など。

13. 害虫の総合的防除法確立のため，抵抗性品種を王体に農家水田で実廂されている。例えばオリソ

サ州では， 8D D haに及ぶ 9か所の地点で行っている。品種は Shakt1ですでに 40 0 haに

栽培され年毎に面積が増加している。この厄か， Ta1nan-3 mutant とAnnapurna も供

試し，殺虫剤を使わず，施肥レベルと収量との関係など調査している。イネの病害虫は少発生で問

題にならなかった。感受性品種の Jayはでは殺虫剤の浸根法，移植後2回散布でかなり高い防除効

果をあげているか｀まだ試験程度である。しかし，水田では，抵抗性品種，移植時期，天敵の活動，

害虫の発生型のは握などの組み合わせにより害虫の発生をある程度抑えることかでぎる。

14. インドでは病害虫の発生状況を知るため， 19 7 0年以来巡回調査を実施している。これは，大

発生を予察し防除体制をとることを目的としている。きた農民の協力と病害虫の理解にも役立って

いる。これは，ィンド 8州に姦よひ 7月~1 2月の Kharif作にかけて， 1D日おきに調査が行

われる。調査員は各州 3~4名の病害虫・育種などの専門家からなり，間顕か生じたときは，中央

稲研究所，全インド稲改良プロジェクトのスタノフか解決のため参加する。調査結果は各州政府の

農業局からハリアナ州の植物防疫課に送られ，稲調査報告書として関係機関をはじめ農民に配布さ

れる。これにより，インドのイネの害虫の発生状況か全国的侭は握されるようになった。

クイでは，各稲作試験場に誘殺灯をおき，イネ害虫の発生状況をまとめている。これは 10年以

上経過しており，毎年の害虫の発生変動か全国的にわかるようになっている。また，全国的に病害

虫防除所かあり実際の防除指導と普及を行っている。
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VI Recent Studies on Rice Entomology 

in India, Sri Lanka and Thailand 
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w 1 n t er s ea son. Cr cps such as r 1 c e p 1 ant, corn, so r g hum an c co t ton 

grown during the rainy season, hcwever, are affected by the 

1 n s e c t p e s t s . At p r~s e n t, t h e ma j o r i n s e c t p e s t s i n r 1 c e p 1 an t s 

are the brown planthopper, rice~all m_idge, rice stem borer and 

r:i-;ce le3f roller. 

2 . I n I n d i a, a t o t a 1 2 4, O O O h e c t a r e s o f p a d d y f i e 1 d s w e r a 

severely infested by the brown planthopper in West Bengal.In 

Sri Lanka, the total areas of damaged fields amounted 150,000 

hectares 1n Khar1f in 1974 and 15,200 hectares in Rabi in 1975 

at Amparai District.The green rice leafhopper caused also heavy 

damage to rice plants 1n West Bengal. Damaged field areas aggre-

gated 8,000 hectares. 

3, It is considered that the brown planthopper might have 

severely occurred in rice fields due to the following reasons: 

a) High y 1 el ct in g var i e t 1 es, Jay a and IR 8, high 1 y s us c e pt i b 1 e 

※ Tropical Agriculture Research Center, 

K1tanak改 zuI!la,Yatabe, Ibarak1 300--21, Japan 
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plants.It is also believed th立 t the natural enernies cf the 

inBe,ct are always ensured ぃy keeping differenも growing stage 

of rice plants throughout the yeはr and naturは1 balance be--

tween t h e h o s t i n s e c t and p a r a s i t 8 s i s ID a i n tはined in fiEllG 

condition. It is found that absolute reduc、tion of the rice 
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gall midge is closely linked to decreasing t且e insect male. 

No studies have yet been proved on mechanism of male reduot1on. 

5. Eleven kinds of the wild host plants of tl1e gall midge 

were recorded in India and five in Thailand. No wild host 

plant was recorded in Sri Lanka, It was confirmed that Jfne-

thesia laevis and wild rice in India are real wild hostpこantsof 
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1 n f 1 e 1 d s . Fur th e r s tu d i e s w i 1 1 be o on t in u e d on the e f f e o t i v e-

ness of parasites on population depression of the brown 

planthopper. 

Extensive research work on natural enemies of the rice gall 

midge was conducted at the Pan Rice Experiment Station, north-

ern Thailand, The natural enemies so far recorded 1n Thai-

land are Platyqastcr oryzae, and Platygaster sp. of the Byrne工o-

p t e r O u s p a r a s 1 t e s, th e Ca r a b i d s p . (C o l e o p t e r a) and a m i t e a s 

predators.A mite attacks the gall midge eggs and can success-

fully control the insect. It is revealed that increase 

of the mite population is closely connected to the number of 

e g g s o f t h e g a 1 1 m 1 d g e , Fu r t h e r m o r e, s t u d i e s o n P l a t y g a s t e r 

oryzae as a promising egg-larval parasite were conducted on 

parasitic activity and seasonal fluctuation of the parasite 

occurrence. studies on alternate host insect of egg parasites 

of the stem b0rers and Hymenopterous parasites 

of the brown planthoppers have been carried out at the E:i""っ::J(J1 o-

i; y and Z o o 1 o g y D 1 vi s i on, Depa r t men t o f Ag r i cu 1 tu r e, Th a i 1 and . 

7, Susceptible varieties are examined in mass rearing of 

the insect pests, Fragmental work on artificial diet of the 
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steD borers was undertaken but was nots迂 0C 8 S 1' r ex 

ple, the brown planthoppers are reared on 勺11S Ge戸し iわ]S V 合了 j€)--

ties TN 1 in India, BG 34-6 ir, Sri La1〗 ka ほ r、は <,D·1

as well as the rice gall midge on; 丁aya ir; Ir,<.i 1出

,B 
T
i
 

UCl, 

8 ー
r l 

Lanka and RD 1 in 丁hailand脅 Mass rearing of the fo口r :i r: s er・s 

pests: namely brown planthopper, white back pJ改已 th:Jpper,

green rice leafhopper ,1:1d th,s rice gall 1丘1dg0 was , べU 、lC e SH-

f u 1 1 y c o n d u o t e d i n I n d i a, S r i L a n k a aこd Thai.land. It 1s 1n-

teresting もo note that basic studies on mass rearin,, ot も旦

rice leaf roller have just been started at the Central Agr1-

cultural Research Institute in Sri Lanka. 

In mass culture of the plant and leafhoppers, the tiller-

1ng stage of rice plants (sixty days old) wa.:, exa.mined in 

Ind i a . On the o the r ha n d, the i n s e c t s a r e r e a r e d on r 1 c e 

seedlings in Thailand鴨

T・he rice gall midge lays eggs en twenty-five aay cld 

巽 edlingsin mas s r ear in g • Ri o e seed l in gs w i t 11 e g gs a r e Le p t 1 n 

a hi g h hum id r o om f o r a we e k u n t i 1 n e w l y ha i ch e d 1 a r v a e p e n e-

t r a t e t h e g r o w i n g p o i n t s • A t p r e s e n t, f o u r t o f i v cl i1 u n d r e cl 

adults are collected daily; however, it must be considered 

that an efficient method to get more abundant, adults should 

be introduced for improvement 

condition. 

under the present rearing 

It is also vital that a sound Il!ethod shoはld be devised to 
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screen1np 
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and tillers. Damage ぐbservation should be ccnti.nued from 

transplanting to the booting stage.'l'he true picture of the 

gall midge damage is expressed by co辺nting the galls occur-

red in the s a ill e hi 11 s, b e cause young g a 11 s are no t s e en fro ill 

outside of rice plants and are unidentified as norillal till-
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lization of resistant varieties in farmers'fields, respectively, 

Several promising lines are found in the multiple resistant 

variety. For example, CR 94-MR 1550 1s resistant to the gall 

II11dge, stem borers, brown planthopper, green rice leafhopper 

and tungro. The variety 1s nonsensitive to photoper1od1sm, 

growing period is for 130 days, paddy yield ranged from 3.5 to 

4 . 0 tons per hectare in Kha r l f and 5 . 5 t On s 1 n Rabi . Th 1 s 

variety is planted in the endemic area of the rice gall midge. 

Bo t h W 1 3 4 0 0 a n d Sh a k t i a r e a 1 s o r e s i s t an t t o t h e g a 1 1 m i d g e, 

gr e en r 1 c e 1 ea f hopper and tung r o . Sh a kt i i s main 1 y cu 1 ti vat-

ed in Orissa, Madhya Pradesh, Andhra Pradesh, Maharashutra 

and Karnatak States. The following lines bred at CRRI, 

CR 57-49-5, CR 57-29-3 and CR 58-51 are found to be prom-

ising as resistant varieties. 

A r e s i s tan t v a r i e t y, Ka k a th i ya, b r e d a t A 1 CR I P 1 n Ind 1 a 

1s recommended for use 1n the endemic area of the gall midge. 

The growing period 1s 115 days and the paddy rice yielded 5 
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aims at extension of new variety to the farmers and contact 

between sc1ent1sts and farmers. 
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